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『
源
平
闘
諍
録
』
は
五
冊
本
で
成
立
し
た
か

早
　

川
　

厚
　

一

一
　

は
じ
め
に

　

『
源
平
闘
諍
録
』（
以
下
、
闘
諍
録
）
は
、
現
存
五
冊
（
巻
一
上
・
巻
一
下
・
巻

五
・
巻
八
上
・
巻
八
下
）
の
零
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
の
闘
諍
録
を
読
む
と
、

必
ず
し
も
零
本
で
あ
る
と
は
言
い
難
く
、
当
初
か
ら
五
冊
本
で
成
立
し
た
可
能
性

も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

）
1
（

。
さ
ら
に
、
徳
川
の
医
師
今
大
路
家
が
所
蔵
し
て
い
た

目
録
中
に
、「
源
平
闘
諍
録
　

不
足
五
冊
　

書
本
　

一
ノ
上
下
　

五
　

八
ノ
上
下

斗
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
中
世
末
期
に
は
、
闘
諍
録
は
、
現
存
と
同
じ

五
冊
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
、
今
大
路
家
の
衰
退
と
共
に
同
家
を
離
れ
、
幕
府

紅
葉
山
文
庫
に
流
れ
着
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

）
2
（

。
故
に
、

闘
諍
録
は
、
か
な
り
は
や
い
段
階
か
ら
、
五
冊
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

二
　

各
巻
の
記
事
構
成
の
概
観

　

闘
諍
録
の
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
記
事
構
成
の
特
徴
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
そ
の
方

法
と
し
て
、
今
回
は
、
闘
諍
録
に
延
慶
本
と
盛
衰
記
と
を
対
照
さ
せ
る
。
特
に
、

盛
衰
記
は
、
巻
立
の
記
事
構
成
が
、
一
部
闘
諍
録
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る

）
3
（

。

　

次
表
は
、
闘
諍
録
の
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
が
、
延
慶
本
と
盛
衰
記
の
巻
の
、
ど
の
記

事
か
ら
ど
の
記
事
に
ま
で
対
応
す
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
巻
を
概
観
し

て
み
よ
う
。

　

巻
一
上
。
序
章
か
ら
内
裏
炎
上
記
事
ま
で
を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
記
事
群
と
し
て

捉
え
て
い
る
点
で
は
、
三
本
と
も
に
違
い
は
な
い
。

　

巻
一
下
。
巻
頭
は
明
雲
関
連
記
事
か
ら
始
ま
る
点
、
三
本
と
も
に
変
わ
ら
な
い

が
、
巻
末
は
、
讃
岐
院
追
号
・
頼
長
へ
の
贈
官
贈
位
記
事
で
終
わ
る
闘
諍
録
、
さ

ら
に
簡
略
な
記
事
だ
が
、「
四
〇
　

彗
星
東
方
ニ
出
ル
事
」
を
加
え
、
こ
の
後
の

世
の
不
調
を
暗
示
さ
せ
る
形
で
終
わ
る
延
慶
本
、「
九
　

彗
星
出
現
」
に
加
え
て
、

「
一
〇
　

法
皇
三
井
潅
頂
」「
一
一
　

住
吉
明
神
示
現
」「
一
二
　

法
皇
四
天
王
寺

潅
頂
」
ま
で
を
記
す
盛
衰
記
（
延
慶
本
は
、
盛
衰
記
の
一
〇
～
一
二
ま
で
の
記
事

を
、
巻
三
冒
頭
に
記
す
）
と
い
う
よ
う
に
、
若
干
異
な
る
。

　

巻
五
。
巻
末
は
、
闘
諍
録
と
延
慶
本
が
、
東
大
寺
再
建
の
奉
行
に
行
隆
が
選
任

さ
れ
た
記
事
で
終
わ
る
点
同
じ
な
の
に
対
し
、
盛
衰
記
は
、
巻
二
十
四
の
巻
末
を

「
仏
法
破
滅
」
で
締
め
括
り
、
行
隆
関
連
記
事
を
巻
二
十
五
の
巻
頭
に
置
く
。
一

方
、
闘
諍
録
巻
五
の
巻
頭
記
事
は
、
延
慶
本
・
盛
衰
記
の
い
ず
れ
の
記
事
に
お
い
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（
二

）

て
も
、
巻
の
途
中
か
ら
始
ま
る
特
異
な
形
。

　

巻
八
上
。
闘
諍
録
は
、
巻
頭
を
、
北
陸
合
戦
で
勝
利
し
た
義
仲
・
行
家
等
の
入

洛
記
事
か
ら
始
め
る
。
そ
の
点
、
延
慶
本
は
、
義
仲
等
の
入
洛
記
事
を
巻
七
の
巻

末
に
置
き
、
巻
八
の
巻
頭
は
、「
一
　

高
倉
院
第
四
宮
可
位
付
給
之
由
事
」
か
ら

始
め
る
。
ま
た
、
闘
諍
録
の
巻
末
は
、
義
仲
の
最
期
と
そ
の
家
臣
樋
口
兼
光
の
助

命
・
梟
首
記
事
で
締
め
括
ら
れ
る
。
巻
頭
と
巻
末
の
記
事
構
成
か
ら
見
れ
ば
、
闘

諍
録
の
巻
八
上
は
、
義
仲
の
入
京
か
ら
滅
亡
ま
で
を
描
い
た
巻
と
見
て
良
か
ろ

う
）
4
（

。
そ
の
点
、
延
慶
本
は
、
義
仲
関
連
記
事
を
巻
七
の
終
わ
り
か
ら
巻
九
の
三
分

の
一
程
に
か
け
て
記
す
の
に
対
し
、
盛
衰
記
は
、
巻
三
十
五
の
巻
末
を
、
闘
諍
録

と
同
じ
く
「
兼
光
被
誅
」
で
締
め
括
る
点
注
目
さ
れ
る
。

　

巻
八
下
。
義
仲
討
伐
後
、
平
家
追
討
の
命
を
受
け
、
義
経
が
西
国
下
向
し
た
記

事
か
ら
始
ま
る
。
一
谷
・
生
田
の
森
合
戦
記
事
が
中
心
で
、
そ
の
後
、
重
衡
・
維
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闘
諍
録

延
慶
本

盛
衰
記

巻
一
上

一
自
桓
武
天
皇
平
家
之
一
胤
事

　
　

～

二
一
禁
中
洛
中
炎
上
事

巻
一

一
平
家
先
祖
之
事

　
　

～

四
〇
京
中
多
焼
失
ス
ル
事

巻
一
～
巻
四

一
平
家
繁
昌
（
巻
一
）

　
　

～

一
七
大
極
殿
焼
失
（
巻
四
）

巻
一
下

一
天
台
座
主
明
雲
大
僧
正
被
止
公
上
事

　
　

～

二
〇
宇
治
悪
左
府
贈
官
事

巻
二

一
天
台
座
主
明
雲
僧
正
被
止
公
上
事

　
　

～

三
九
三
条
院
ノ
御
事

巻
五
～
巻
八

一
座
主
流
罪
（
巻
五
）

　
　

～

八
宇
治
左
府
贈
官
（
巻
八
）

巻
五

一
兵
衛
佐
催
坂
東
勢
事

　
　

～

一
四
東
大
興
福
造
営
沙
汰
事

巻
五

一
九
上
総
介
弘
経
佐
殿
ノ
許
ヘ
参
ル
事

　
　

～

四
〇
南
都
ヲ
焼
払
事

巻
二
二
～
巻
二
五

七
大
場
早
馬
立
（
巻
二
二
）

　
　

～

一
大
仏
造
営
奉
行
勧
進
（
巻
二
五
）

巻
八
上

一
行
家
義
仲
自
宇
治
瀬
田
入
洛
事

　
　

～

一
七
木
曽
於
瀬
田
被
討
事

巻
七
～
巻
九

三
四
法
皇
天
台
山
ニ
登
御
坐
事
（
巻
七
）

　
　

～

一
一
師
家
摂
政
ヲ
被
止
給
事
（
巻
九
）

巻
三
二
～
巻
三
五

七
義
仲
行
家
京
入
（
巻
三
二
）

　
　

～

一
二
兼
光
被
誅
（
巻
三
五
）

巻
八
下

一
義
経
為
平
家
征
伐
西
国
下
向
之
事

　
　

～

一
三
維
盛
熊
野
参
詣
事

巻
九
～
巻
一
一

一
二
義
仲
等
頸
渡
事
（
巻
九
）

　
　

～

一
判
官
為
平
家
追
討
西
国
ヘ
下
事
（
巻
一
一
）

巻
三
六
～
巻
四
一

一
一
谷
城
構
（
巻
三
六
）

　
　

～

一
四
範
頼
西
海
道
下
向
（
巻
四
一
）
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（
三

）

盛
関
連
記
事
に
続
け
て
、
一
谷
か
ら
西
国
に
落
ち
た
平
家
追
討
の
た
め
、
範
頼
と

義
経
軍
が
発
向
し
た
記
事
で
締
め
括
ら
れ
る
。
延
慶
本
で
は
、
巻
九
半
ば
か
ら
巻

十
一
冒
頭
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
盛
衰
記
で
は
、
巻
三
十
六
冒
頭
か
ら
巻
四
十
一

半
ば
ま
で
の
記
事
に
相
当
す
る
。
盛
衰
記
は
、
義
経
の
西
国
下
向
記
事
を
、
巻

三
十
六
の
「
一
一
　

福
原
忌
日
」
の
中
に
記
す
も
の
の
、
巻
三
十
五
を
義
仲
主
従

討
滅
関
連
記
事
で
締
め
括
り
、
巻
三
十
六
の
冒
頭
を
「
一
谷
城
構
」
で
始
め
る
点

注
意
さ
れ
る
。

　

闘
諍
録
の
巻
一
上
・
下
の
記
事
構
成
は
、
十
二
巻
本
『
平
家
物
語
』
の
記
事
構

成
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
に
対
し
、
巻
五
・
巻
八
上
・
巻
八
下
の
記
事
構
成
は
、

一
部
を
除
い
て
他
諸
本
に
も
見
ら
れ
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

よ
う
。

三
　

記
事
量
か
ら
見
る
各
巻
の
特
異
性

　

次
に
、
闘
諍
録
の
、
各
巻
の
記
事
量
の
多
寡
を
見
て
み
る
。
そ
の
際
、
延
慶
本

と
盛
衰
記
と
の
記
事
量
も
示
す
。
三
本
の
記
事
量
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
闘

諍
録
の
問
題
点
が
摘
出
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
、
各
諸
本
の
総

頁
数
は
、
現
在
公
刊
さ
れ
て
い
る
次
の
影
印
本
・
翻
刻
本
に
よ
る
。

闘
諍
録
　

『
内
閣
文
庫
蔵
源
平
闘
諍
録
』
和
泉
書
院
一
九
八
〇
・
2

延
慶
本
　

『
延
慶
本
平
家
物
語
　

本
文
篇
（
上
・
下
）』
勉
誠
社
一
九
九
〇
・
6

盛
衰
記
　

『
源
平
盛
衰
記
〈
慶
長
古
活
字
版
〉（
一
～
六
）』
勉
誠
社
一
九
七
七
・

10
～
一
九
七
八
・
8

　

闘
諍
録
の
巻
一
上
・
巻
一
下
・
巻
五
・
巻
八
上
・
巻
八
下
に
付
し
た
数
字
や
、

闘
諍
録
の
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
該
当
す
る
延
慶
本
・
盛
衰
記
に
付
し
た
数
字
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
巻
の
該
当
記
事
の
総
頁
数
を
示
す
。
ま
た
、
巻
二
～
巻
四
、
巻
六
・
巻

七
の
（
　

）
中
の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
の
複
数
巻
に
わ
た
る
総
頁
数
を
示

し
た
も
の
で
、〈
　

〉
中
の
数
字
は
、
一
巻
辺
り
の
頁
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
延
慶
本
で
は
一
巻
あ
た
り
九
七
頁
ほ
ど
と
な
り
、
盛
衰
記
で
は

同
様
に
二
四
三
頁
あ
た
り
に
な
る
（
巻
一
上
・
巻
一
下
・
巻
二
～
巻
四
、
巻
六
・

巻
七
の
総
頁
数
を
七
で
割
っ
た
数
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
闘
諍
録
の
巻
一
下
と
巻

五
と
の
間
に
は
、
巻
二
・
巻
三
・
巻
四
の
三
巻
を
置
く
の
が
妥
当
で
あ
り
、
同
様

に
巻
五
と
巻
八
上
と
の
間
に
も
巻
六
と
巻
七
の
二
巻
を
置
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
故
に
、
そ
の
間
に
は
、
巻
一
や
巻
八
に
見
る
よ
う
に
、
上
・
下
に
分
か
た
れ

た
巻
は
存
在
し
が
た
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
巻
八
下
以
降
、
物
語
の
最
終
巻

ま
で
の
総
頁
数
を
数
え
る
と
、
延
慶
本
の
場
合
は
一
七
四
頁
、
盛
衰
記
の
場
合
は
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闘
諍
録

延
慶
本

盛
衰
記

巻
一
上

七
三

八
八
・
五

二
四
五

巻
一
下

七
三

一
〇
一

二
〇
六

巻
二

（
三
〇
〇
）

（
八
四
〇
）

巻
三

←

←

巻
四

〈
一
〇
〇
〉

〈
二
八
〇
〉

巻
五

五
三
・
一

三
七

一
二
五
・
五

巻
六

（
一
九
一
）

←

〈
九
五
・
五
〉

（
四
一
二
）

←

〈
二
〇
六
〉

巻
七

巻
八
上

六
一
・
五

一
一
三

二
七
七

巻
八
下

七
一
・
六

一
三
三

三
四
五

残
り
頁

一
七
四

四
三
六
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（
四

）

四
三
六
頁
と
な
る
が
、
巻
一
上
か
ら
巻
七
ま
で
の
あ
り
方
か
ら
残
り
の
巻
を
推
測

す
れ
ば
、
巻
八
下
以
降
に
は
、
二
巻
分
（
巻
九
・
巻
十
）
の
記
事
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

　

以
上
か
ら
す
れ
ば
、闘
諍
録
は
十
巻
本
の
形
態
を
取
る
も
の
の
、実
質
的
に
は
、

十
二
巻
形
態
の
本
文
を
も
と
に
、
そ
れ
に
か
な
り
大
き
な
改
変
を
加
え
て
で
き
あ

が
っ
た
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
特
に
大
き
な
改
変

が
加
え
ら
れ
た
巻
と
し
て
は
、
右
表
に
も
見
る
よ
う
に
、
他
の
巻
と
比
べ
て
も
か

な
り
い
び
つ
な
数
字
を
示
す
、
巻
五
と
巻
八
下
の
二
巻
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
見

て
み
れ
ば
、
闘
諍
録
の
巻
五
相
当
巻
の
延
慶
本
・
盛
衰
記
で
は
、
共
に
異
常
に
記

事
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
も
、
闘
諍
録
の
巻
五
に
は
独
自
増
補
記
事
が
か
な
り
あ

る
だ
ろ
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
し
、
巻
八
下
に
お
い
て
も
、
該
当
巻
の
延
慶
本
・

盛
衰
記
で
は
、
共
に
記
事
量
が
か
な
り
膨
れ
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
大
き

な
改
編
が
施
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　

で
は
そ
う
し
た
改
変
が
ど
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ

の
こ
と
を
も
含
め
た
各
巻
の
具
体
的
な
検
討
は
、次
章
以
降
で
扱
う
こ
と
に
す
る
。

四
　

巻
一
上
の
特
性

　

先
ず
初
め
に
、
巻
一
上
の
目
録
を
示
す
。
そ
の
内
、
闘
諍
録
の
特
異
記
事
（
必

ず
し
も
独
自
記
事
と
は
限
ら
ず
、
闘
諍
録
の
特
性
を
よ
く
示
す
記
事
を
言
う
）
を

（
　

）
中
に
記
す
。
ま
た
、
諸
本
の
多
く
に
見
ら
れ
る
記
事
の
内
、
闘
諍
録
が
欠

く
記
事
を
、【
　

】
中
に
記
し
た
。

　

1
　

自
桓
武
天
皇
平
家
之
一
胤
事
　

a
（
坂
東
平
氏
系
譜
）

　

2
　

備
前
守
忠
盛
昇
殿
事

　

3
　

忠
盛
死
去
後
清
盛
継
其
跡
栄
事

　

4
　

内
与
院
御
中
不
和
之
事

　

5
　

二
条
院
恋
先
朝
后
宮
御
事

　

6
　

二
条
院
崩
御
事

　

7
　

延
暦
興
福
寺
額
打
論
事

　

8
　

高
倉
天
皇
御
即
位
事

　

9
　

（
右
兵
衛
佐
頼
朝
嫁
伊
東
之
三
女
事
）

　

10
　

（
頼
朝
子
息
千
鶴
御
前
被
失
事
）

　

11
　

（
頼
朝
嫁
北
条
嫡
女
事
）

　

12
　

（
藤
九
郎
盛
長
夢
物
語
）

　

13
　

大
政
入
道
清
盛
悪
行
始
事

　

14
　

大
政
入
道
第
二
御
娘
有
入
内
事

　

15
　

新
大
納
言
成
親
為
大
将
所
望
様
々
之
祈
祷
事

　

16
　

成
親
俊
寛
平
家
追
討
僉
議
之
事

　

17
　

目
代
師
高
白
山
与
大
衆
起
争
事

　

18
　

山
門
大
衆
捧
神
輿
下
洛
事
　

付
　

頼
政
射
変
化
物
事

　

19
　

平
大
納
言
時
忠
預
清
撰
事

　

20
　

加
賀
守
師
高
尾
張
国
被
流
事

　

21
　

禁
中
洛
中
炎
上
事

　

諸
本
に
見
る
主
要
記
事
の
内
、
闘
諍
録
が
欠
く
と
考
え
ら
れ
る
記
事
は
、
特
に

見
あ
た
ら
な
い
。
一
方
、巻
一
上
の
特
異
記
事
は
、
1
の
記
事
に
含
ま
れ
る
a「
坂

東
平
氏
系
譜
」
と
、
9
～
12
の
頼
朝
伊
豆
流
離
譚
で
あ
ろ
う
。

　

先
ず
、
1 
a
「
坂
東
平
氏
系
譜
」
に
つ
い
て
は
、
巻
五
「
八
　

上
総
介
与
頼

朝
中
違
事
」
と
照
応
関
係
に
あ
る
こ
と
が
、
渥
美
か
を
る
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
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（
五

）

る
）
5
（

。
頼
朝
挙
兵
に
際
し
て
、
坂
東
平
氏
や
、
そ
の
中
で
も
取
り
分
け
千
葉
一
族
の

貢
献
ぶ
り
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
巻
一
上
に
、「
坂
東
平
氏
系
譜
」
の
記

載
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

）
6
（

。
も
う
一
つ
の
「
頼
朝
伊
豆
流
離
譚
」
に
つ
い

て
は
、
闘
諍
録
以
外
で
は
、
延
慶
本
が
、
巻
四
の
巻
末
に
、
盛
衰
記
が
、
巻
十
八

の
巻
頭
に
同
様
の
話
を
載
せ
る
。
い
ず
れ
も
頼
朝
挙
兵
譚
に
接
続
す
る
形
で
記
す

よ
う
に
、
も
と
も
と
こ
の
話
は
、
頼
朝
挙
兵
譚
を
含
む
巻
四
に
あ
っ
た
話
と
推
測

で
き
る
。
そ
れ
を
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
の
頃
の
話
と
し
て
、「
吾
身
栄
華
」

と
「
殿
下
乗
合
」
と
の
間
に
取
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
闘
諍
録
が
、
巻
四
該

当
巻
を
欠
く
こ
と
と
関
わ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

五
　

巻
一
下
の
特
性

　

巻
一
下
の
目
録
を
次
に
示
す
。
凡
例
は
、
巻
一
上
に
同
じ
。

　

1
　

天
台
座
主
明
雲
大
僧
正
被
止
公
上
事

　

2
　

宮
成
天
台
座
主
事

　

3
　

（
明
雲
可
被
行
罪
科
宣
旨
状
）

　

4
　

（
山
門
大
衆
奏
聞
状
　

并
送
副
入
道
相
国
方
之
状
）

　

5
　

明
雲
罪
過
被
定
軽
重
僉
議

　

6
　

明
雲
令
還
俗
被
流
事

　

7
　

山
大
衆
僉
義
奪
返
明
雲
僧
正
事
　
　
　
　

a
（
快
俊
竪
者
の
弁
舌
）

　

8
　

山
大
衆
依
奉
留
明
雲
法
皇
有
逆
鱗
依
之
〈
大
衆
重
遣
状
相
国
方
〉

 

a
（
山
門
大
衆
の
清
盛
へ
の
仲
介
依
頼
状
）

　

9
　

行
綱
仲
言
事

　

10
　

相
国
奏
謀
叛
事
　

并
新
大
納
言
被
召
取
事

　

11
　

西
光
法
師
被
召
捕
事
…
…
簡
略

　

12
　

重
盛
卿
被
諌
父
相
国
事

　

13
　

欲
奉
流
法
皇
之
間
重
〔
盛
卿
〕
奉
諌
父
事

　

14
　

重
盛
被
召
兵
者
事
　

并
褒

后
譬
喩

　

15
　

成
親
卿
郎
等
返
宿
所
事
　

并
少
将
被
捕
事

　

16
　

門
脇
殿
被
請
受
於
成
経
事

　

17
　

成
親
卿
被
流
事

　

18
　

成
経
康
頼
俊
寛
被
流
鬼
海
嶋
事
　

康
頼
於
嶋
造
千
本
率
都
婆

a
【
康
頼
祝
言
】
b
【
蘇
武
】

　

19
　

讃
岐
院
追
号
事

　

20
　

宇
治
悪
左
府
贈
官
事

　

主
要
記
事
の
内
、
簡
略
に
な
っ
て
い
た
り
、
記
事
そ
の
も
の
を
欠
く
と
考
え
ら

れ
る
も
の
と
し
て
は
、
11
や
18
の
a
「
康
頼
祝
言
」
b
「
蘇
武
」
が
目
に
付
く
程

度
で
あ
る
。
一
方
、
闘
諍
録
の
特
異
記
事
と
し
て
は
、
3
の
「
明
雲
可
被
行
罪
科

宣
旨
状
」
と
、
4
・
7 

a
・
8 

a
の
四
箇
所
程
度
。
こ
の
内
、
闘
諍
録
の
独
自

記
事
は
、
4
の
内
の
「
清
盛
に
宛
て
た
山
門
大
衆
の
書
状
」
と
、
8 

a
「
山
門

大
衆
の
清
盛
へ
の
仲
介
依
頼
状
」の
記
事
。
4
の「
山
門
の
大
衆
の
奏
聞
の
状
」は
、

盛
衰
記
に
も
見
ら
れ
、
7 

a
「
快
俊
竪
者
の
弁
舌
」
も
、
次
に
見
る
よ
う
に
、「
快

俊
」
の
名
は
闘
諍
録
は
「
祐
慶
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
盛
衰
記
の
記
事
に
か

な
り
近
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

闘
諍
録

・
爰
快
俊
竪
者
申
悪
僧
、
三
枚
冑
指
左
右

、
着
萌
葱
絲
威
腹
巻
付
袖
、
大
長
刀

脇
挟
、
大
衆
中
進
出
。
彼
竪
者
非
秀
悪
僧
一
道
、
倶
舎
成
実
外
、
至
天
台
真
言

深
窮
奥
義
、
詩
謌
管
絃
又
為
達
者
。
然
此
快
俊
進
出
言
、
倩
思
事
情
、
自
当
山
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（
六

）

創
草
以
来
、
送
数
百
歳
之
星
霜
、
貫
主
代
々
相
続
、
彼
一
箱
中
被
注
置
其
名
。

敢
非
人
智
所
及
。
偏
山
王
大
師
御
計
也
。
忝
汲
四
明
之
流
達
三
密
之
奥
義
程
人
、

不
糺
実
否
立
所
被
行
重
科
（
給
）
事
、
乍
云
末
世
習
非
心
憂
次
第
哉
。
且
為
朝

家
御
師
範
、
且
為
諸
僧
長
老
。
誰
人
不
歎
何
類
不
訪
。
神
明
垂
哀
三
宝
争
不

照
覧
哉
。
若
今
度
沈
流
罪
給
、
以
後
又
可
悪
。
所
詮
、
早
可
有
皈
山
也
言
（
七

ウ
～
八
オ
）

盛
衰
記

・
西
塔
法
師
ニ
戒
浄
坊
相
摸
阿
闍
梨
祐
慶
ハ
、
三
塔
無
双
ノ
悪
僧
也
。
此
僧
ハ
本

園
城
寺
ノ
衆
徒
ニ
テ
、
ヨ
キ
学
匠
也
ケ
リ
。
倶
舎
、
成
実
ノ
性
相
ヨ
リ
、
法

相
、
天
台
ノ
深
義
ヲ
極
メ
、
顕
密
両
宗
ニ
亘
テ
三
院
三
井
ノ
法
灯
也
ケ
ル
ガ
、

大
慢
偏
執
ノ
者
ニ
テ
我
執
強
キ
僧
也
。
我
寺
山
徒
ノ
為
ニ
ア
ザ
ム
カ
ル
ヽ
事
、

生
々
世
々
ノ
遺
恨
ニ
思
ケ
ル
ガ
、
妄
念
晴
レ
難
ク
覚
テ
、
ヨ
シ

く
此
寺
ニ

ア
レ
バ
コ
ソ
此
思
モ
ア
レ
、
不
如
山
門
ニ
移
住
セ
ン
ニ
ハ
ト
変
改
シ
テ
、
住
馴

シ
三
井
ノ
流
ヲ
打
捨
テ
、
西
塔
院
ヘ
ゾ
渡
リ
ニ
ケ
ル
。
本
ヨ
リ
心
立
タ
ル
者
ナ

レ
バ
、
三
枚
甲
ヲ
居
頸
ニ
著
ナ
シ
、
黒
皮
威
ノ
大
荒
目
ノ
冑
ニ
、
三
尺
ノ
大
長

刀
ノ
茅
ノ
葉
ノ
如
ナ
ル
杖
ニ
突
テ
、
衆
徒
ノ
中
ニ
進
入
テ
申
ケ
ル
ハ
、
倩
事
ノ

心
ヲ
案
ズ
ル
ニ
、
当
山
建
立
以
後
数
百
歳
ノ
星
霜
ヲ
送
、
貫
首
代
々
相
続
テ
、

忝
顕
密
ノ
教
法
ヲ
弘
通
シ
給
ヘ
リ
、
四
明
ノ
法
灯
一
天
之
戒
珠
ニ
御
座
ス
、
而

モ
姦
臣
ノ
讒
訴
ニ
依
テ
実
否
糺
サ
レ
ズ
、
重
科
ニ
被
行
給
ハ
ン
事
、
末
代
ト
云

ナ
ガ
ラ
心
憂
次
第
ニ
非
ヤ
、
且
ハ
朝
家
ノ
師
範
、
且
ハ
山
門
ノ
官
長
ニ
御
座
、

誰
人
カ
歎
訪
ヒ
奉
ラ
ザ
ラ
ン
、
今
度
流
罪
ニ
沈
給
ハ
ン
ニ
於
テ
ハ
、
衆
徒
何
ノ

面
目
有
テ
カ
当
山
ニ
可
止
跡
、
イ
ヅ
ク
マ
デ
モ
御
供
ヲ
コ
ソ
被
申
メ
ト
テ
（
1

―

二
九
九
～
三
〇
一
頁
）

　

傍
線
部
か
ら
、
当
該
記
事
に
関
し
て
も
、
闘
諍
録
と
盛
衰
記
と
の
間
に
何
ら
か

の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
4
の
内
の
「
清
盛
に
宛
て
た
山

門
大
衆
の
書
状
」
や
、
8 

a
「
山
門
大
衆
の
清
盛
へ
の
仲
介
依
頼
状
」
の
独
自

記
事
に
つ
い
て
も
、
闘
諍
録
編
者
が
そ
れ
ら
の
書
状
を
捜
し
出
し
取
り
込
ん
だ
と

す
る
必
然
性
も
考
え
が
た
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
記
事
は
、
闘
諍
録
が
も
と
と

し
た
『
平
家
物
語
』
に
、
既
に
あ
っ
た
可
能
性
が
濃
い
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
闘

諍
録
編
者
に
は
、書
状
に
対
す
る
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
る
よ
う
で
、こ
の
後
に
も
、

巻
五
の
12
、
巻
八
上
の
12
「
山
陽
・
南
海
諸
国
の
押
領
使
に
宛
て
た
院
庁
下
文
」

な
ど
が
取
り
込
ま
れ
て
い
て
注
意
さ
れ
る
。

六
　

巻
五
の
特
性

　

巻
五
の
目
録
を
次
に
示
す
。
凡
例
は
、
巻
一
上
に
同
じ
。

　

1
　

兵
衛
佐
催
坂
東
勢
事

　

2
　

（
加
曽
利
冠
者
与
千
田
判
官
代
親
正
合
戦
事
）

　

3
　

（
妙
見
大
菩
薩
之
本
地
事
）

　

4
　

頼
朝
聳
大
勢
向
富
士
河
軍
事

 

a
（
重
忠
降
陣
記
事
以
前
ま
で
は
、
闘
諍
録
の
独
自
記
事
）

　

5
　

権
亮
維
盛
於
討
手
使
東
国
下
向
事
　
　

a
【
新
院
厳
島
御
幸
】

　

6
　

義
経
於
浮
嶋
原
成
副
将
軍
事

 

a
（
頼
朝
、
東
国
平
定
の
後
に
関
西
に
と
の
諫
言
に
従
う
）

 

b
（
伊
東
祐
親
自
害
、
子
息
九
郎
平
家
へ
）

 

c
（
頼
朝
の
本
妻
の
祐
親
三
女
、常
胤
の
次
男
師
常
の
妻
に
）

　

7
　

（
佐
竹
太
郎
忠
義
被
生
取
梶
原
事
）

　

8
　

上
総
介
与
頼
朝
中
違
事
　
　
　
　

a
（
広
常
と
頼
朝
と
の
確
執
記
事
等
）
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（
七

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

b
【
大
嘗
会
延
引
事
】

　

9
　

山
門
奏
状
事

　

10
　

都
還
事

　

11
　

近
江
源
氏
被
責
落
事
　
　
　
　
　

a
【
希
義
被
誅
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

b
【
河
野
通
清
被
誅
】

　

12
　

南
都
之
牒
状
事 

諸
本
は
、
南
都
返
牒
を
、
巻
四
当
該
部
に
置
く

　

13
　

南
都
之
炎
上
事

　

14
　

東
大
・
興
福
造
営
沙
汰
事

　

頼
朝
挙
兵
譚
の
前
半
部
分
と
も
言
え
る
、「
山
木
討
」「
石
橋
山
合
戦
」「
小
壺

坂
合
戦
」「
衣
笠
城
合
戦
」「
安
房
国
落
」
ま
で
の
記
事
は
含
ま
ず
、
石
橋
山
合
戦

で
敗
退
し
、
安
房
に
上
陸
し
た
頼
朝
を
、
先
陣
を
望
む
広
常
の
言
を
遮
り
、
千
葉

常
胤
が
下
総
ま
で
の
先
導
を
果
た
す
記
事
か
ら
始
ま
る
。
千
葉
氏
を
嫡
流
と
す
る

坂
東
平
氏
の
平
家
物
語
で
あ
る
闘
諍
録
に
と
っ
て
、
最
も
相
応
し
い
形
で
、
巻
五

は
始
ま
る

）
7
（

。『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
九
月
十
三
日
に
、

頼
朝
は
安
房
か
ら
上
総
に
出
て
い
る
。従
う
軍
兵
は
三
百
余
騎
に
及
ん
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
上
総
に
参
集
す
る
は
ず
だ
っ
た
広
常
は
兵
を
集
め
る
た
め
遅
れ
、
常
胤

も
馳
せ
つ
け
よ
う
と
し
た
が
、
下
総
目
代
の
襲
撃
が
心
配
さ
れ
た
た
め
、
下
総
か

ら
動
け
な
か
っ
た
。
頼
朝
が
、
広
常
の
参
上
を
待
た
ず
下
総
に
向
か
っ
た
の
が
、

九
月
十
七
日
の
こ
と
。
そ
れ
か
ら
二
日
遅
れ
て
、
広
常
は
上
総
の
軍
勢
二
万
騎
を

率
い
て
、
隅
田
川
の
あ
た
り
に
参
上
し
た
と
い
う
。
に
対
し
て
、
闘
諍
録
で
は
、

九
月
四
日
、
頼
朝
が
、
上
総
か
ら
下
総
に
発
向
し
た
時
、
五
千
余
騎
の
兵
が
従
っ

て
い
た
と
い
う
。
そ
の
内
、
広
常
勢
は
、
一
千
余
騎
、
常
胤
の
勢
は
三
百
余
騎
で

あ
っ
た
。
常
胤
・
広
常
は
、
安
房
に
上
陸
し
た
頼
朝
と
、
早
く
か
ら
行
動
を
共
に

し
て
い
た
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
常
胤
が
、
下
総
へ
の
発
向
に
際
し
て
、
自
軍

の
三
百
余
騎
を
先
頭
に
、
五
千
余
騎
の
先
陣
を
つ
と
め
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
頼

朝
挙
兵
譚
と
い
う
側
面
か
ら
見
れ
ば
、安
房
国
落
ち
後
か
ら
記
す
現
存
の
巻
五
は
、

巻
五
下
と
、
安
房
国
落
ち
ま
で
を
記
す
前
半
部
分
は
、
巻
五
上
と
巻
立
て
さ
れ
て

も
良
い
は
ず
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
巻
立
を
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
巻
五
と
し
か
記
さ

な
い
の
は
、
千
葉
一
族
を
中
心
と
し
た
頼
朝
挙
兵
譚
を
記
そ
う
と
す
る
た
め
だ
ろ

う
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
闘
諍
録
に
は
、
巻
四
に
書
か
れ
る
は
ず
の
頼
朝
挙

兵
譚
の
前
半
部
分
は
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

続
く
2
「
加
曽
利
冠
者
与
千
田
判
官
代
親
正
合
戦
事
」
で
は
、
常
胤
の
孫
成
胤

が
率
い
る
七
騎
と
、
平
家
の
方
人
千
田
親
正
率
い
る
一
千
余
騎
と
が
戦
っ
て
い
た

時
に
、
妙
見
の
化
身
で
あ
る
童
が
現
れ
、
成
胤
に
味
方
し
た
と
い
う
。
3
「
妙
見

大
菩
薩
之
本
地
事
」
で
は
、
そ
の
妙
見
と
千
葉
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
常
胤

が
、
頼
朝
の
問
い
に
答
え
る
形
で
記
さ
れ
る
。
そ
の
記
事
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
妙
見
の
譲
渡
を
請
う
頼
朝
に
対
し
て
、
常
胤
が
、
自
分
が
参
向
し
た
以
上
、

妙
見
は
頼
朝
を
も
加
護
す
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
場
面
で
あ
る
。
妙
見
の
加
護
に
よ

り
、
頼
朝
の
勝
利
が
約
束
さ
れ
、
こ
の
後
の
千
葉
一
族
の
貢
献
ぶ
り
が
期
待
さ
れ

る
一
節
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

次
の
4
の
独
自
記
事
a
で
は
、
頼
朝
の
武
蔵
入
国
、
そ
れ
に
際
し
て
常
胤
の
尽

力
が
あ
っ
た
こ
と
、
梶
原
景
時
の
参
陣
が
記
さ
れ
る
。
続
い
て
6 

a
で
は
、
頼

朝
が
平
家
追
討
の
前
に
東
国
を
平
定
せ
よ
と
の
諫
言
に
従
っ
た
と
す
る
記
事
、
こ

の
記
事
は
、
こ
の
後
の
7
佐
竹
太
郎
忠
義
の
生
捕
り
話
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
。

続
く
6
の
b
・
c
は
、巻
一
上
の
9
「
右
兵
衛
佐
頼
朝
嫁
伊
東
之
三
女
事
」、10
「
頼

朝
子
息
千
鶴
御
前
被
失
事
」
の
後
日
譚
と
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
頼
朝
の
本
妻

で
あ
っ
た
祐
親
の
三
女
が
、
常
胤
の
次
男
師
常
の
妻
に
な
っ
た
と
す
る
闘
諍
録
独

自
の
千
葉
伝
承
を
こ
こ
に
も
留
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
次
の
8 

a
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（
八

）

で
は
、
秀
衡
追
討
の
件
で
、
広
常
が
頼
朝
を
悪
口
し
、
五
千
騎
諸
共
上
総
に
帰
っ

た
と
す
る
が
、
確
執
の
理
由
に
関
わ
る
記
事
は
、
巻
一
上
巻
頭
の
坂
東
平
氏
系
譜

中
に
記
さ
れ
た
記
事
と
照
応
関
係
に
あ
る

）
8
（

。
ま
た
、
闘
諍
録
は
、
諸
本
が
5
に
該

当
す
る
記
事
内
に
記
す
「
新
院
厳
島
御
幸
」
記
事
を
欠
く
が
、
8
の
記
事
中
に
、

新
院
の
安
芸
国
か
ら
の
還
御
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
新
院
厳
島
御
幸
」記
事
は
、

闘
諍
録
で
は
、
略
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

今
一
つ
、
巻
五
の
記
事
で
注
目
す
べ
き
は
、
12
の
南
都
の
返
牒
記
事
で
あ
る
。

こ
の
返
牒
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿

）
9
（

に
触
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細
は
そ
の
論
に
譲

る
が
、
略
述
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

清
盛
が
南
都
攻
撃
す
る
に
至
っ
た
二
つ
の
理
由
の
内
の
一
つ
と
し
て
、
以
仁
王

の
乱
の
折
、
三
井
寺
か
ら
南
都
に
出
さ
れ
た
牒
状
に
対
す
る
返
牒
に
あ
っ
た
文
面

に
、
清
盛
が
腹
を
立
て
た
た
め
と
す
る
。
諸
本
も
そ
の
こ
と
を
巻
五
の
当
該
部
に

記
す
が
、
闘
諍
録
は
、
こ
の
巻
五
の
記
事
に
、
返
牒
本
文
そ
の
も
の
を
引
く
。
し

か
し
、
返
牒
は
、
他
本
の
よ
う
に
、「
三
井
寺
か
ら
延
暦
寺
へ
の
牒
状
」「
三
井
寺

か
ら
興
福
寺
へ
の
牒
状
」、
そ
れ
に
対
す
る
「
興
福
寺
か
ら
三
井
寺
へ
の
返
牒
」

と
い
う
三
点
セ
ッ
ト
で
巻
四
該
当
部
に
置
か
れ
て
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
を
闘
諍
録
は
、
返
牒
の
み
を
巻
五
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
闘
諍
録
に
巻
四
を
想
定
し
た
場
合
、
同
じ
返
牒
記
事
を
重
複
し
て
記
し

て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
し
、
か
と
言
っ
て
、
三
井
寺
の
牒
状
に
対
し
て
、
南
都

か
ら
出
さ
れ
た
返
牒
に
こ
の
巻
四
当
該
部
で
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
後
、
延
暦
寺
が
離
反
し
た
こ
と
に
よ
り
、
以
仁
王
が
、
三
井
寺
か
ら
興

福
寺
に
落
ち
延
び
る
こ
と
に
な
っ
た
事
情
を
語
る
た
め
に
は
、
不
可
欠
の
記
事
だ

か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
闘
諍
録
に
は
、
巻
四
は
当
初
か
ら
な
か
っ
た
可
能
性

が
浮
上
し
て
こ
よ
う
。
巻
四
が
構
想
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
巻
四
に
あ
っ

た
頼
朝
流
離
譚
は
先
に
見
た
よ
う
に
巻
一
上
に
移
さ
れ
、
巻
四
の
南
都
返
牒
は
巻

五
に
移
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
福
田
豊
彦
氏
も
、
私
の
論
に

は
直
接
触
れ
な
い
が
、
当
該
箇
所
の
語
釈
で
、「『
闘
諍
録
』
が
拠
っ
た
『
平
家
物

語
』
も
こ
れ
ら
の
諸
本
（
早
川
注
。
四
部
本
・
延
慶
本
・
長
門
本
・
盛
衰
記
・
覚
一
本
等
）

と
同
様
に
、
以
仁
王
挙
兵
の
段
に
三
井
寺
の
牒
と
こ
の
興
福
寺
の
返
牒
、
及
び
興

福
寺
の
東
大
寺
に
対
す
る
牒
を
収
録
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
こ
こ

に
移
し
た
の
は
『
闘
諍
録
』
作
者
で
あ
ろ
う
か
ら
、
あ
る
い
は
本
書
の
巻
第
四
は

後
世
の
欠
失
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
作
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
」（『
全

注
釈
源
平
闘
諍
録
』
下―

一
六
六
頁
）
と
、
私
と
同
様
の
判
断
を
さ
れ
て
い
る
。

七
　

巻
八
上
の
特
性

　

巻
八
上
の
目
録
を
次
に
示
す
。
凡
例
は
、
巻
一
上
に
同
じ
。

　
　

1
　

行
家
義
仲
自
宇
治
瀬
田
入
洛
事

　
　

2
　

法
皇
自
天
台
山
成
還
御
事

　
　

3
　

義
仲
行
家
任
官
事

　
　

4
　

維
高
維
仁
親
王
位
諍
事

　
　

5
　

平
家
人
々
筑
紫
被
建
内
裏
事

　
　

6
　

使
康
貞
頼
朝
給
院
宣
事

　
　

7
　

緒
方
三
郎
維
能
鎮
筑
紫
事
　

附
　

先
祖
謂

　
　

8
　

奉
始
主
上
平
家
宇
佐
宮
参
詣
事

　
　

9
　

平
家
緒
方
三
郎
被
追
出
筑
紫
渡
四
国
給
事

　
　

10
　

木
曽
於
京
都
院
参
出
仕
頑'

事

　
　

11
　

木
曽
平
家
為
追
討
申
院
宣
事
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a
（
山
陽
・
南
海
諸
国
の
押
領
使
に
宛
て
た
院
庁
下
文
）

　
　

12
　

室
山
水
嶋
合
戦
事

 

b
（
福
原
の
知
盛
、
屋
島
へ
の
献
策
）

　
　

13
　

木
曽
於
京
都
致
狼
藉
事

 

a
【
源
蔵
人
仲
兼
譚
】

 
b
【
修
憲
出
家
し
て
法
皇
に
面
会
、
明
雲
等
の
死
を
話
す
】

 
c
【
公
朝
等
関
東
に
下
向
し
、
頼
朝
に
報
告
】

 

d
【
義
仲
、
平
家
に
講
和
の
内
書
を
送
る
】

 

e
【
前
入
道
殿
下
基
房
、
義
仲
に
説
諭
】

 

f
【
法
皇
、
五
条
内
裏
よ
り
業
忠
の
宿
所
へ
】

　
　

14
　

為
木
曽
追
討
義
経
範
頼
被
向
瀬
田
宇
治
事

 

a
（
北
面
下
﨟
季
俊
下
向
し
、
頼
朝
に
報
告
）

 

b
（
範
頼
麾
下
の
侍
大
将
軍
と
し
て
常
胤
一
族
）

　
　

15
　

高
綱
宇
治
河
先
陣
事

 

a（
大
手
瀬
田
で
の
、一
条
忠
頼
と
今
井
兼
平
の
言
葉
争
い
）

　
　

16
　

義
経
畠
山
院
参
事

　
　

17
　

木
曽
於
瀬
田
被
討
事
　
　
　
　
　
　

a（
恩
田
宗
春
と
伴
絵
と
の
戦
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

b
（
萩
野
五
郎
季
光
の
奮
戦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

c
【
義
仲
等
の
首
渡
し
】

　

巻
八
上
は
、
1
と
17
と
の
照
応
関
係
に
見
る
よ
う
に
、
入
京
し
た
義
仲
と
そ
の

郎
等
達
の
興
亡
を
描
こ
う
と
す
る
巻
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、

13
か
ら
14
に
か
け
て
の
記
事
を
分
析
し
て
、
内
実
に
お
い
て
も
義
仲
の
興
亡
物
語

と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

）
10
（

。
ま
た
独
自
記
事
の
中
で
、
特

筆
す
べ
き
記
事
の
一
つ
と
し
て
、
短
い
記
事
だ
が
14 

b
を
挙
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

範
頼
麾
下
の
侍
大
将
軍
の
名
寄
せ
の
中
に
、
千
葉
一
族
の
人
々
の
名
が
記
さ
れ
て

い
る
（『
平
家
物
語
』
諸
本
の
中
で
は
、
他
に
盛
衰
記
に
も
記
さ
れ
る
）。『
平
家

物
語
』
諸
本
に
お
い
て
も
闘
諍
録
の
巻
八
上
に
お
い
て
も
、
千
葉
氏
一
族
の
活
躍

が
義
仲
追
討
譚
の
中
で
特
筆
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
千
葉
氏
が
、
義
仲

追
討
軍
の
大
手
、
そ
れ
も
侍
大
将
の
筆
頭
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
義
仲
追
討

譚
に
お
け
る
千
葉
氏
の
存
在
の
大
き
さ
を
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
他
に
、
11
話
中
に
見
る
院
庁
下
文
も
注
意
さ
れ
る
。
巻
一
下
の
3
・
4

に
見
る
よ
う
に
、
闘
諍
録
に
こ
と
さ
ら
に
書
状
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
の
意
味
が

考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
15
に
見
る
忠
頼
関
連
話
な
ど
も
注
目

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
17 

b
も
そ
の
内
の
一
つ
だ
が
、
闘
諍
録
に
は
、
巻
八
上
と

巻
八
下
に
集
中
し
て
、
南
都
本
的
本
文
の
流
入
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る

）
11
（

。
新

た
な
本
文
の
挿
入
並
び
に
改
変
、
及
び
省
略
等
、
巻
八
上
に
は
、
巻
の
半
ば
以
降

に
か
な
り
の
手
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

八
　

巻
八
下
の
特
性

　

巻
八
下
の
目
録
を
次
に
示
す
。
凡
例
は
、
巻
一
上
に
同
じ
。

　
　

1
　

義
経
為
平
家
征
伐
西
国
下
向
之
事

　
　

2
　

一
谷
生
田
森
合
戦
之
事

 

a
【
梶
井
宮
承
仁
法
親
王
と
都
の
全
真
と
の
交
流
】

 

b
【
田
代
冠
者
為
綱
の
こ
と
】

 

c
（
特
異
な
敦
盛
・
忠
度
討
た
れ
記
事
）

　
　

3
　

熊
替
大
夫
成
〔
篤
歟
〕
盛
討
事

 

a
（
他
本
の
敦
盛
譚
を
成
盛
譚
と
す
る
点
）
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（
一
〇

）

　
　

4
　

備
中
守
船
清
九
郎
兵
衛
踏
還
事

　
　

5
　

後
藤
兵
衛
落
事

　
　

6
　

本
三
位
中
将
梶
原
被
生
取
事

 

a
（
生
け
捕
ら
れ
た
重
衡
へ
の
景
時
の
言
葉
）

　
　

7
　

越
前
三
位
通
盛
被
討
事

 

a（
通
盛
の
侍
、主
の
討
た
れ
る
の
を
薮
に
隠
れ
て
見
る
）

 
b
【
落
ち
行
く
平
家
の
船
の
様
子
】

　
　

8
　

小
宰
相
局
被
投
身
事

 

a
【
通
盛
と
小
宰
相
と
の
馴
れ
初
め
譚
】

　
　

9
　

卿
相
頚
被
懸
獄
門
木
事

 

a
【
維
盛
の
北
の
方
平
家
の
頸
見
せ
に
遣
る
事
】

　
　

10
　

重
衡
請
源
空
被
持
戒
事
（
後
）

 

a
【
重
衡
の
使
が
平
家
へ
も
た
ら
し
た
院
宣
】

　
　

11
　

重
衡
内
裏
女
房
奉
呼
事
（
前
）

　
　

12
　

重
衡
関
東
下
向
之
事

 

a
（
侍
従
の
こ
と
を
問
う
重
衡
に
、
景
時
答
え
る
）

 

b
【
千
手
】

　
　

13
　

惟
盛
熊
野
参
詣
事
〈
付
　

那
智

〔
池
歟
〕
被
投
身
事
〉

 

a
【
横
笛
】

 

b
【
観
賢
説
話
】

 

c
【
那
智
籠
の
山
臥
維
盛
を
見
知
る
事
】

 

d
【
維
盛
こ
そ
日
本
国
の
大
将
軍
・
出
家
の
功
徳
】

 

e
【
武
里
屋
島
へ
報
告
】

 

f
【
頼
朝
正
四
位
】

 

g
【
崇
徳
院
遷
宮
】

 

h
【
頼
盛
関
東
下
向
】

 

i
【
頼
盛
鎌
倉
到
着
】

 

j
【
頼
盛
上
洛
】

 

k
【
三
日
平
氏
】

 

l
【
維
盛
北
の
方
歎
き
】

 

m
【
平
家
屋
島
歎
き
】

 

n
【
新
帝
即
位
】

 

o
【
義
経
・
範
頼
任
官
】

 

p
（
景
時
、
義
経
に
屋
島
攻
め
を
提
案
）

 

q
（
鎌
倉
よ
り
、常
胤
等
、義
経
麾
下
の
兵
と
し
て
派
遣
）

　

巻
八
下
の
1
が
、
義
経
の
平
家
討
伐
記
事
か
ら
始
ま
る
の
は
、
巻
八
上
が
、
義

仲
主
従
の
討
伐
記
事
で
終
わ
る
た
め
で
あ
る
。
盛
衰
記
も
、
二
章
で
見
た
よ
う

に
、
同
様
の
巻
立
て
の
構
成
を
取
っ
て
い
る
点
注
意
さ
れ
る
。
次
の
2
「
一
谷
生

田
森
合
戦
之
事
」
は
、
い
ず
れ
の
諸
本
も
多
く
の
合
戦
話
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
巻
八
下
の
後
半
の
記
事
群
に
見
る
よ
う
な
大
き
な
違
い
は
な
い
。
そ
の
中
で

注
意
す
べ
き
点
は
、
2
・
3
に
見
る
盛
俊
・
敦
盛
・
成
盛
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

話
で
は
、
そ
の
討
手
で
あ
る
猪
俣
小
平
六
則
綱
・
皆
輪
次
郎
・
熊
谷
直
実
の
視
点

か
ら
、
平
家
公
達
の
最
期
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
闘
諍
録
の
一
谷
合

戦
話
の
多
く
が
、
関
東
で
成
立
し
た
物
語
に
ふ
さ
わ
し
く
、
源
氏
の
側
に
視
点
を

据
え
て
源
平
の
物
語
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
平
家
の
武
将
の
盛

俊
や
清
九
郎
兵
衛
を
卑
小
化
し
、
そ
の
場
面
を
戯
画
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
も
指

摘
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
敦
盛
と
業
盛
話
で
は
、
両
者
の
名
を
取
り
違
え
た
か
の

よ
う
な
話
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
忠
度
話
で
は
、
討
手
の
岡
部
六
矢
太
に
も
、
討
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た
れ
た
忠
度
の
何
れ
に
も
特
に
興
味
を
示
す
こ
と
な
く
、
忠
度
が
岡
部
に
討
た
れ

た
こ
と
の
み
を
記
し
、
話
の
興
味
は
、
忠
度
の
骸
を
、
か
つ
て
情
あ
る
言
葉
を
か

け
ら
れ
た
あ
る
辻
堂
の
住
持
の
僧
が
捜
し
出
し
、
葬
送
を
営
み
、
種
々
の
孝
養
を

し
た
と
す
る
こ
と
の
方
に
あ
る
か
の
よ
う
な
特
異
な
話
に
な
っ
て
い
る
点
注
意
さ

れ
る

）
12
（

。

　

ま
た
、
巻
八
下
に
お
い
て
も
、
巻
五
4 

a
に
見
る
景
時
像
と
同
様
に
、
他
本

に
は
見
ら
れ
な
い
特
異
な
景
時
像
が
、
6 

a
・
12 

a
・
13 

p 

な
ど
に
見
ら
れ
る
。

6 

a
で
は
、
景
時
は
、
生
け
捕
っ
た
重
衡
に
対
し
て
、「
何い

か
に
袷あ

れ
躰
の
侍
を

ば
召
し
具
せ
ら
れ
候
ひ
け
る
ぞ
。
景
時
が
様
に
候
は
む
者
を
召
し
具
せ
ら
れ
候
は

ん
は
、
此
れ
程
の
事
候
は
じ
」（
二
〇
オ
）
と
辱
め
た
と
い
う
。「
ど
う
し
て
主
を

見
捨
て
て
逃
げ
る
よ
う
な
侍
を
あ
な
た
は
召
し
連
れ
て
お
ら
れ
た
の
か
。
私
の
よ

う
な
者
を
お
召
し
連
れ
に
な
っ
た
の
な
ら
ば
、こ
う
し
た
事
態
は
あ
り
ま
す
ま
い
」

と
言
っ
た
と
す
る
。
続
く
7 

a
で
も
、
通
盛
の
侍
勲
太
瀧
口
時
員
は
、
一
端
は

防
ぎ
矢
を
射
て
通
盛
を
逃
が
そ
う
と
し
た
が
、
私
の
亡
き
後
小
宰
相
を
都
へ
送
れ

と
の
通
盛
の
言
に
、「
流
石
に
命
も
惜
し
け
れ
ば
、
薮
の
中
へ
ぞ
入
」（
二
一
オ
）

り
、
通
盛
が
佐
々
木
三
郎
盛
綱
に
討
た
れ
る
の
を
見
て
い
た
と
す
る
。
こ
の
両
話

に
は
、
主
を
も
見
捨
て
、
逃
げ
る
平
家
の
侍
、
乳
母
子
達
の
醜
態
が
意
識
的
に
描

き
出
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
と
同
時
に
、
闘
諍
録
で
は
、
傍
線
部
に
見
る

よ
う
に
、
景
時
の
口
を
借
り
て
、
景
時
自
ら
を
称
揚
す
る
台
詞
に
も
な
っ
て
い
よ

う
。
そ
の
中
で
も
、
景
時
が
か
な
り
好
意
的
に
描
か
れ
て
い
る
13 

p 

の
記
事
が

注
意
さ
れ
る
。
屋
島
攻
め
を
前
に
、
景
時
は
義
経
に
次
の
よ
う
に
進
言
す
る
。

・
梶
原
平
三
景
時
、
竊
か
に
九
郎
判
官
の
許
に
参
向
し
て
申
し
け
る
は
、「
三
河

守
殿
大
将
軍
と
為
て
は
、
年
月
を
経
と
雖
も
、
更
に
平
家
を
迫せ

め
落
と
す
べ
か

ら
ず
。
君
は
次
将
、
吾
等
は
末
将
な
り
。
数
万
騎
の
軍
兵
を
以
て
八
島
の
館
に

押
し
寄
せ
、

ぎ
平
家
を
打
ち
落
と
さ
ん
」
と
申
し
け
れ
ば
、
義
経
言

の
た
ま

ひ
け
る

は
、「
鎌
倉
殿
よ
り
大
将
軍
の
仰
せ
を
蒙
ら
ざ
れ
ば
、
争
で
か
兄
三
河
守
を
越

え
て
八
島
を
迫せ

む
べ
き
や
。
其
の
儀
有
ら
ば
、
汝
の
子
息
一
人
関
東
へ
差
し
下

し
、
事
の
子
細
を
申
さ
る
べ
し
」（
三
六
ウ
～
三
七
オ
）。

　

兄
頼
朝
の
意
向
を
無
視
し
、
独
断
的
に
屋
島
攻
め
を
図
ろ
う
と
す
る
義
経
、
そ

う
し
た
義
経
の
行
動
に
頼
朝
の
眼
代
と
し
て
掣
肘
を
加
え
よ
う
と
す
る
景
時
と
い

う
の
が
、『
平
家
物
語
』
諸
本
に
見
ら
れ
る
図
式
だ
が
、
闘
諍
録
に
は
、
そ
れ
と

は
正
反
対
の
義
経
・
景
時
像

）
13
（

が
見
ら
れ
る
。
屋
島
攻
め
を
主
張
す
る
景
時
に
対
し

て
、
頼
朝
の
意
向
を
尊
重
し
、
頼
朝
か
ら
大
将
軍
の
仰
せ
を
蒙
ら
な
い
以
上
は
、

範
頼
を
差
し
越
え
て
ど
う
し
て
屋
島
を
攻
め
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
と
、
兄
の

頼
朝
と
範
頼
の
思
い
を
気
に
す
る
義
経
像
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
義
経
の
意
向
を

受
け
、
景
時
の
甥
生
田
次
郎
景
幹
が
頼
朝
の
も
と
に
遣
わ
さ
れ
、「
範
頼
合
戦
の

道
を
延
引
せ
し
め
け
れ
ば
、
自
今
以
後
に
於
い
て
は
、
九
郎
冠
者
を
大
将
軍
と
為

よ
」
と
の
頼
朝
の
厳
命
が
下
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
闘
諍
録
に
描
か
れ

る
義
経
と
景
時
と
の
間
に
対
立
は
な
く

）
14
（

、
闘
諍
録
に
は
、
こ
の
後
、
逆
櫓
論
争

記
事
さ
え
構
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

最
後
に
巻
八
下
で
注
意
す
べ
き
は
、
12 

b
か
ら
、
13 

a
～
o
に
見
る
よ
う
に
、

闘
諍
録
は
他
諸
本
に
見
る
多
く
の
記
事
を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
闘
諍
録

は
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
省
略
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
約
半
年
余

り
に
わ
た
る
記
事
で
あ
る
が
、
省
略
し
た
結
果
生
じ
る
半
年
余
り
の
空
白
を
補
う

た
め
に
、
巻
八
下
の
巻
末
記
事
に
当
た
る
範
頼
の
西
国
へ
の
進
発
を
、
他
諸
本
に

比
べ
半
年
余
り
早
め
、
三
月
二
十
九
日
の
こ
と
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た

）
15
（

。
故
に
闘
諍
録
で
は
、
三
月
二
十
九
日
数
万
騎
を
率
い
て
進
発
し
た
範
頼
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は
、
西
国
へ
向
か
っ
た
も
の
の
何
も
な
す
こ
と
な
く
、
室
・
高
砂
に
留
ま
っ
て
、

遊
女
を
集
め
、
半
年
以
上
も
の
間
遊
び
戯
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
先
に
引
い
た
13 

p 

は
、
そ
う
し
た
状
況
を
見
か
ね
た
景
時
が
、
屋
島

の
平
家
討
伐
を
義
経
に
進
言
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
闘
諍
録
は
、
本

来
あ
っ
た
は
ず
の
多
く
の
記
事
を
省
略
し
、
鎌
倉
か
ら
頼
朝
に
よ
っ
て
差
し
遣
わ

さ
れ
た
西
国
攻
め
に
当
た
る
義
経
麾
下
の
兵
の
名
寄
せ
記
事
で
終
わ
る
。
こ
う
し

た
巻
八
下
の
終
わ
り
方
に
つ
い
て
、
私
は
、「
新
た
な
物
語
を
つ
む
ぎ
出
す
可
能

性
の
あ
る
多
く
の
記
事
を
削
り
取
り
、
物
語
の
終
息
に
向
か
っ
て
物
語
を
整
理
し

直
し
た
痕
跡
と
し
て
、
闘
諍
録
の
巻
八
下
の
最
終
記
事
部
分
を
指
摘
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」（
一
七
頁
）
と
考
え
た

）
16
（

。
こ
う
し
た
私
の
見
解
に
対
し
て
、
高
山
利

弘
は
、
他
諸
本
で
は
常
胤
一
族
を
大
手
範
頼
麾
下
の
兵
と
す
る
の
に
対
し
、
闘
諍

録
が
義
経
麾
下
の
兵
と
す
る
こ
と
に
着
目
し
、
妙
見
大
菩
薩
を
相
伝
す
る
千
葉
氏

の
嫡
流
常
胤
が
義
経
に
従
軍
す
る
こ
と
は
、
こ
の
後
に
続
く
屋
島
・
壇
ノ
浦
合
戦

の
勝
利
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
然
こ
の
後
に
屋
島
・
壇
ノ
浦
合
戦
の
勝
利

を
得
る
ま
で
の
展
開
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た

）
17
（

。
私
は
、
高
山
氏
が

着
目
し
た
そ
の
事
こ
そ
が
、
逆
に
闘
諍
録
が
物
語
全
体
の
終
息
を
意
図
し
て
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
る
。常
胤
一
族
が
大
手
に
付
こ
う
が
搦
手
に
付
こ
う
が
、

頼
朝
に
仕
え
て
い
る
こ
と
に
は
違
い
が
な
く
、
妙
見
大
菩
薩
の
加
護
が
期
待
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
は
変
わ
り
が
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
諸

本
や
『
吾
妻
鏡
』（
元
暦
二
年
正
月
二
十
六
日
条
）
が
、
範
頼
麾
下
の
勢
揃
え
記

事
と
し
て
引
く
も
の
を
、
闘
諍
録
が
義
経
麾
下
の
勢
揃
え
記
事
と
し
て
転
用
す
る

こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
先
ず
、
兄
頼
朝
の
信
任
を
得
て
、
範
頼
に
代
わ

り
（
大
手
の
？
）
大
将
軍
と
し
て
屋
島
に
進
発
し
た
と
さ
れ
る
特
異
な
義
経
像
に

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
一
つ
は
、
巻
八
上
の
14 

b
に
指
摘
し
た
が
、
範
頼

麾
下
の
侍
大
将
軍
の
名
寄
せ
の
筆
頭
に
、
常
胤
一
族
の
名
が
加
筆
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
こ
の
巻
八
下
に
お
い
て
も
、
常
胤
一
族
に
対
す
る
特
別
な
配
慮
が
加
え
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
常
胤
一
族
へ
の
そ
う
し
た
配
慮
が

加
え
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
一
谷
合
戦
以
後
の
範
頼
が
、
先
に
も
見
た
よ
う
に

大
軍
を
率
い
て
西
下
し
た
も
の
の
、
遊
君
や
遊
女
と
戯
れ
る
ば
か
り
で
、
な
す
こ

と
な
く
空
し
く
日
を
過
ご
し
て
い
た
と
『
平
家
物
語
』
諸
本
で
描
か
れ
る
こ
と
と

関
わ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
範
頼
麾
下
に
、『
吾
妻
鏡
』
や
『
平
家
物
語
』

諸
本
に
よ
れ
ば
、
常
胤
一
族
は
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
事
情
が
、
闘
諍

録
で
は
、
常
胤
一
族
を
義
経
麾
下
の
兵
と
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
い
っ
て
、『
吾
妻
鏡
』
や
『
平
家
物
語
』
諸
本
を
見
て
も
、
こ
の
後
に
、
常
胤

一
族
が
、
屋
島
合
戦
で
も
壇
ノ
浦
合
戦
で
も
特
に
活
躍
し
た
わ
け
で
も
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
故
に
、
闘
諍
録
に
、
巻
八
下
以
降
の
記
事
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
千
葉

一
族
の
活
躍
す
る
具
体
的
な
合
戦
譚
は
想
定
し
が
た
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
闘

諍
録
編
者
に
も
そ
う
し
た
話
の
手
持
ち
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

闘
諍
録
で
は
、
常
胤
一
族
が
義
経
麾
下
に
配
属
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
記
す
こ
と
に

よ
り
、
妙
見
大
菩
薩
の
加
護
の
も
と
、
屋
島
合
戦
や
壇
ノ
浦
合
戦
で
常
胤
一
族
が

武
名
を
高
め
た
こ
と
を
仄
め
か
す
形
で
物
語
全
体
の
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
闘
諍
録
に
お
い
て
、
巻
八
下
以
降
の

展
開
は
考
え
が
た
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

九
　

ま
と
め

　

本
論
で
検
討
し
た
こ
と
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
　

闘
諍
録
の
巻
立
か
ら
見
た
場
合
、
巻
一
上
・
下
に
つ
い
て
は
、
延
慶
本
・
盛
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（
一
三

）

衰
記
と
比
べ
て
も
大
き
な
違
い
は
な
い
。
そ
の
点
巻
五
の
巻
頭
は
、
頼
朝
の
安

房
落
ち
以
降
か
ら
始
め
る
と
い
う
特
異
な
形
を
取
る
。
巻
五
の
巻
頭
を
除
け

ば
、
巻
一
上
・
下
の
巻
頭
、
巻
一
上
・
下
、
巻
五
の
巻
末
の
あ
り
方
は
、
他

本
と
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
巻
八
上
・
下
は
、
巻
頭
・
巻
末
と
も
に
特
異

な
形
を
示
す
。
そ
の
中
で
、
巻
八
上
の
巻
末
、
巻
八
下
の
巻
頭
の
あ
り
方
が
、

盛
衰
記
に
一
致
し
て
い
る
点
注
意
さ
れ
る
。

二
　

闘
諍
録
は
、
十
巻
本
の
形
態
を
取
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は
、
十
二
巻
形
態

の
本
文
に
か
な
り
の
改
変
を
加
え
て
で
き
た
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
巻
五
と
巻
八
下
に
か
な
り
大
き
な
改
変
の
手

が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　

巻
一
上
の
特
色
は
、
一
つ
は
坂
東
平
氏
や
そ
の
中
で
も
千
葉
一
族
の
貢
献
ぶ

り
を
記
す
た
め
に
記
さ
れ
た
「
坂
東
平
氏
系
譜
」
と
、
雌
伏
時
代
の
頼
朝
を
記

す
「
頼
朝
伊
豆
流
離
譚
」
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
巻
四
に
あ
っ
た
「
頼
朝
伊
豆

流
離
譚
」
が
、
巻
一
上
に
取
り
込
ま
れ
た
の
は
、
闘
諍
録
が
、
巻
四
該
当
巻
を

欠
く
こ
と
と
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

四
　

巻
一
下
で
は
、
特
異
記
事
の
内
、
3
・
4
・
8
に
見
る
書
状
が
注
目
さ
れ

る
。
源
平
の
闘
諍
に
格
別
関
わ
り
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
書
状
が
、
闘
諍
録

に
な
ぜ
必
要
と
さ
れ
た
の
か
。
闘
諍
録
に
は
、
こ
の
他
に
、
巻
五
の
12
、
巻
八

上
の
12
と
言
う
よ
う
に
、
他
の
巻
か
ら
書
状
を
取
り
込
ん
だ
り
、
新
た
な
書
状

を
増
補
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
そ
の
一
部
は
、
盛
衰
記
と
の
関
係
か
ら
理
解
で

き
る
も
の
も
あ
る
が
、
総
て
が
そ
う
と
も
考
え
ら
れ
ず
、
今
後
の
課
題
と
な

る
。

五
　

僅
か
三
百
余
騎
の
常
胤
が
、
先
導
を
主
張
す
る
広
常
の
言
を
退
け
、
五
千
余

騎
の
先
頭
に
立
っ
て
、
安
房
に
上
陸
し
た
頼
朝
を
下
総
ま
で
率
い
た
と
い
う
記

事
か
ら
巻
五
は
始
ま
る
。
そ
う
し
た
巻
五
開
巻
の
あ
り
方
は
、
千
葉
一
族
を

中
心
と
し
た
頼
朝
挙
兵
譚
と
い
う
側
面
を
持
つ
闘
諍
録
（
巻
五
に
限
っ
て
み
て

も
、
2
・
3
・
6 

C
等
の
記
事
が
該
当
）
に
と
っ
て
は
、
千
葉
一
族
の
登
場

し
な
い
安
房
落
ち
以
前
の
頼
朝
挙
兵
譚
は
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
故
に
可
能

で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

六
　

本
来
巻
四
に
あ
る
べ
き
「
南
都
返
牒
」
が
、
闘
諍
録
で
は
巻
五
に
記
さ
れ

る
。
そ
の
返
牒
に
あ
っ
た
文
面
に
清
盛
が
腹
を
立
て
南
都
攻
撃
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
全
文
を
引
く
の
だ
が
、
こ
う
し
た
形
で
返
牒
が
巻
五
に
引
か
れ

る
の
は
、
闘
諍
録
に
巻
四
が
当
初
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
と
考

え
ら
れ
る
。

七
　

巻
八
上
は
、入
京
し
た
義
仲
と
そ
の
郎
等
達
の
興
亡
を
描
く
巻
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
巻
の
後
半
に
お
い
て
は
、
記
事
が
増
補
改
変
さ
れ
、
略

述
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
活
躍
の
見
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い

千
葉
常
胤
一
族
の
人
々
の
名
が
、
義
仲
追
討
軍
の
大
手
、
そ
れ
も
侍
大
将
の
筆

頭
に
記
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
義
仲
追
討
譚
に
お
け
る
千
葉
氏
の
存

在
の
大
き
さ
を
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

八
　

巻
八
下
の
一
谷
合
戦
話
で
は
、関
東
で
成
立
し
た
平
家
物
語
に
ふ
さ
わ
し
く
、

平
家
公
達
の
最
期
が
、
討
手
で
あ
る
源
氏
武
将
の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
た

り
、
平
家
武
将
の
盛
俊
等
の
最
期
が
卑
小
化
、
あ
る
い
は
戯
画
化
し
て
描
か
れ

て
い
る
。

九
　

兄
頼
朝
の
意
向
に
逆
ら
う
義
経
、
一
方
そ
う
し
た
義
経
を
讒
言
し
、
義
経
と

頼
朝
と
の
仲
を
裂
く
役
回
り
を
演
ず
る
景
時
と
言
う
図
式
が
闘
諍
録
に
は
見

ら
れ
な
い
。
闘
諍
録
で
は
、
む
し
ろ
正
反
対
の
義
経
・
景
時
像
が
見
ら
れ
る
。

義
経
は
兄
頼
朝
の
意
向
を
尊
重
し
、
つ
い
に
は
頼
朝
の
信
任
を
得
て
、
兄
範
頼
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（
一
四

）

に
代
わ
り
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
義
経
を
補
佐
す
る
景
時
に

も
好
意
的
な
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
後
、
闘
諍
録
に
は
、

逆
櫓
論
争
、
さ
ら
に
は
頼
朝
と
義
経
と
の
確
執
さ
え
構
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

可
能
性
が
あ
ろ
う
。

一
〇
　

頼
朝
の
信
任
を
得
た
義
経
は
、
範
頼
に
代
わ
り
大
将
軍
と
な
っ
た
が
、
そ

の
義
経
の
も
と
に
鎌
倉
か
ら
多
く
の
武
士
が
遣
わ
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
記
す
。

そ
の
中
に
千
葉
一
族
の
者
達
の
名
が
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
改
変
に
よ
り
、
常

胤
を
筆
頭
と
す
る
千
葉
一
族
の
屋
島
合
戦
や
壇
ノ
浦
合
戦
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
千
葉
一
族
は
、『
平
家
物
語
』
で
は
愚
昧
な

大
将
軍
と
さ
れ
る
範
頼
麾
下
の
兵
で
あ
り
、特
筆
す
べ
き
活
躍
は『
平
家
物
語
』

に
も
記
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
闘
諍
録
編
者
に
も
そ
う
し
た
話
の
手
持
ち
は
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
、
闘
諍
録
巻
八
下
で

は
、
屋
島
合
戦
や
壇
ノ
浦
合
戦
で
の
常
胤
一
族
の
活
躍
を
仄
め
か
す
形
で
物
語

全
体
の
幕
を
閉
じ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
1
）
拙
稿
「「
源
平
闘
諍
録
」
の
巻
立
て
と
構
成
」（
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
（
人
文
・
自
然

科
学
篇
）
一
九―

1
、
一
九
八
二
・
9
）

（
2
）
福
田
安
典
「
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
『
今
大
路
家
諸
目
録
』
に
つ
い
て―

お

伽
の
医
師
の
蔵
書―

」（
芸
能
史
研
究
一
二
九
、一
九
九
五
・
4
）

（
3
）
高
橋
伸
幸
「
平
家
物
語
巻
一
の
構
造
」（
学
鵬
〔
國
學
院
大
学
中
世
文
学
研
究
会
〕

一
、一
九
六
七
・
2
）

（
4
）
注
1
の
拙
稿
に
同
じ
。

（
5
）
渥
美
か
を
る
「『
源
平
闘
諍
録
』
に
お
け
る
源
氏
関
係
記
事
増
補
の
意
図
に
つ
い
て
」

（
国
文
研
究
三
、一
九
七
四
・
3
。『
軍
記
物
語
と
説
話
』
笠
間
書
院
一
九
七
九
・
5
再
録
）

（
6
）
次
の
論
で
、
具
体
的
に
論
じ
た
。
拙
稿
「
源
平
闘
諍
録
全
釈
（
三―

巻
一
上
③
（
五
ウ

5
～
六
ウ
9
））」（
名
古
屋
学
院
大
学
研
究
年
報
二
〇
、二
〇
〇
七
・
12
）。
六
～
七
頁
。

（
7
）
拙
稿
「『
源
平
闘
諍
録
』
の
頼
朝
挙
兵
譚
に
つ
い
て
」（
名
古
屋
学
院
大
学
研
究
年
報

1
、
一
九
八
八
・
12
）

（
8
）
渥
美
か
を
る
「『
源
平
闘
諍
録
』
に
お
け
る
源
氏
関
係
記
事
増
補
の
意
図
に
つ
い
て
」

（
国
文
研
究
三
、一
九
七
四
・
3
。『
軍
記
物
語
と
説
話
』
笠
間
書
院
一
九
七
九
・
5
再
録

一
〇
四
頁
）。

　
　

拙
稿
「
源
平
闘
諍
録
全
釈
（
二―

巻
一
上
②
（
四
オ
8―

五
ウ
5
））」（
名
古
屋
学
院
大

学
研
究
年
報
一
九
、
二
〇
〇
六
・
12
）。
一
四
～
一
五
頁
。
但
し
、
巻
一
上
の
記
事
は
、

余
白
部
分
に
書
き
込
ま
れ
た
補
入
記
事
で
、
字
体
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
後
人
の
追
記

の
可
能
性
が
あ
る
（
一
一
～
一
二
頁
）。
た
だ
、
そ
の
追
記
記
事
と
は
、
脱
落
に
気
付
い

た
後
人
に
よ
り
補
わ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
9
）
拙
稿
。「『
平
家
物
語
』
と
東
国―

源
平
闘
諍
録
と
延
慶
本
を
め
ぐ
っ
て―

」（
あ
な
た

が
読
む
平
家
物
語
1
『
平
家
物
語
の
成
立
』
有
精
堂
出
版
一
九
九
三
・
11
）

（
10
）
拙
稿
。「「
源
平
闘
諍
録
」
の
創
作
方
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て―

巻
八
上
を
中
心
と
し
て

―

」（
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
（
人
文
・
自
然
科
学
篇
）
一
八―

1
、
一
九
八
一
・
10
）

（
11
）
拙
稿
。「
源
平
闘
諍
録
に
見
え
る
南
都
本
的
本
文
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
学
史
論―

島

津
忠
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集―

』
世
界
思
想
社
一
九
九
七
・
9
）

（
12
）
拙
稿
。「『
源
平
闘
諍
録
』
の
説
話
受
容
の
方
法―

一
谷
合
戦
話
に
お
け
る―

」（
名
古

屋
大
学
国
語
国
文
学
五
三
、一
九
八
三
・
11
）

（
13
）
闘
諍
録
に
見
ら
れ
る
特
異
な
景
時
像
の
先
行
研
究
と
し
て
、
真
野
須
美
子
の
研

究
が
あ
る
。「「
源
平
闘
諍
録
」
の
研
究―

梶
原
景
時
を
中
心
に―

」（
青
山
語
文

一
五
、一
九
八
五
・
3
）

（
14
）『
全
注
釈
源
平
闘
諍
録
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
で
は
、
当
該
記
事
に
つ
い
て
、「
こ
こ

で
得
ら
れ
る
印
象
は
、
翌
年
正
月
の
「
逆
櫓
論
争
」
で
知
ら
れ
る
よ
う
な
、
義
経
の
敵

役
と
し
て
の
景
時
と
は
全
く
異
質
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
景
時
像
は
他
の
平
家
と
比
べ
て

温
か
い
」（
下―

五
三
七
～
五
三
八
頁
）
と
評
す
る
。
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（
一
五

）

（
15
）
拙
稿
。「
源
平
闘
諍
録
考―

巻
立
て
か
ら
見
た
巻
八
下
の
読
み
に
つ
い
て―

」（
中
世
文

学
三
一
、一
九
八
六
・
5
）

（
16
）
注
15
の
拙
稿
。

（
17
）「『
源
平
闘
諍
録
』
の
志
向
」（
平
成
19
～
21
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
））

研
究
成
果
報
告
書
『『
源
平
闘
諍
録
』
を
基
軸
と
し
た
古
代
中
世
東
国
を
め
ぐ
る
軍
記
文

学
の
基
礎
的
研
究
』
二
〇
一
〇
・
3
）

（
本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
度
名
古
屋
学
院
大
学
研
究
奨
励
金
に
よ
る
成
果
の
一
つ

で
あ
る
）
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